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同色 の 血清 を 本 体 に 直接 投与 し て 駆除 を 行なう が 、 
一 定時 間 内 に 3 体 す べ て に 血清 を 打 た な いと 、 そ の 効 
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示 は 現われ な い 。 迅 迅速 か つ 的 確 な 投与 を 行 な お う 。 
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⑥ レー ザー……… 切 り 裂 き 子 コ ア を すべ て 焼却 
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回転 子 コア を すべ て 焼却 


臓器 内 に 潜っ て 思 部 を 移動 する ギル ス 。 不用 意 に 
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きま で 切断 する と いう 術 式 が 有効 と な る 。 右 図 を 参考 
に 多 断 を 繰り 返し 、 最小 サイ ズ の 16 分 の 1 に し て か ら 
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ーー ーー 


エン ーー さら に 一 に 


部 分 に レー ザー a と に イシ 
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パラ スケ ヴィ を 停止 きせ て いる 状態 で 行 了 な えば いい 。 
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レー ザー 


切り 何 き コア の 出現 場所 

中 は 決ま っ て いる 。 その 場所 
を 覚え て いけ ば 、 レー ザー 
焼却 が 容易 に な る 。 
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ん らら 


両 サ イド の 小 腫瘍 コア は 
| 1 体 す つ 撃 つの で は な く 、 
= コア と コア の あい だ を 狙え 

」 ば 、2 体 同時 に 焼却 可能 。 
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| 議 回 転 コ ア は ペン プティ コア 
| の 中 心 を 照射 し 続け て い 
れ ば 焼却 可能 。 逃 したら 
回 転 軌道 上 を 照射 し よう 。 


むやみ に パラ スケ ヴィ を 増やす の で は な く 、 まず は (1)ー ③) と 切断 
し 、。 色 部 分 の み を 摘出 。 次 に ④) を 切断 し て 人 外部 分 を 摘出 と 
いう よう に 、 そ の 数 を 制限 し よう 。 同様 に | 、 

「、 各色 の 順 で 切断 、 摘出 を 行なう と いい 。 
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摘出 も レー ザー で 動き を 
止め て か ら 行 な っ う 。 パ ラス 
ケ ヴ ィ の 頭 の 部 分 を 狙っ 
て つか むように し よう 。 
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